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株式会社エスプランニング　瀬戸田　慎一

統合開発環境eclipse上で行う

Javaのテスティングフレームワーク『JUnit』の利用方法
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本日の流れ

• JUnitの概要

• JUnit導入のメリット・デメリット

• eclipseでの使用方法 

• テストケースの書き方 

• テストを考慮したクラス設計



JUnitとは

Javaの単体テスト向けフレームワーク
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単体テストの目的

• 設計仕様を満たしている事を証明する

• 各処理単体の責任を明確にする

• 不具合を発見する

• システムをより優れたものに改良する
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JUnitでのテスト

2. テストケースを作成・実装

3. テスト実施

4. 全テストが成功するまでテスト対象のコードを修正
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JUnit導入のメリット

• テストを自動化しテスト工程の効率を上げる

• 曖昧な仕様を明確にする

• リファクタリングが怖くなくなる

• デグレードを防止できる
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JUnit導入のデメリット

• ツールの機能や使い方を覚える必要がある

• テストケースを実装する作業が増える

• テストレベルの管理が必要

• 仕様変更にテストケースの変更作業が伴う

• 向かないテストがある



JUnitを使ってみる
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サンプルプログラム
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テストケース作成の前に・・・

• テストケースの格納フォルダを決める

※今回はテスト用フォルダを作成
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テストケース用フォルダの作成
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テストケース新規作成 1
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テストケース新規作成 2
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テストケース新規作成 3
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テストを実施してみる
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テスト結果



テストケースを実装する
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JUnitで用意されているメソッド

強制的に失敗になるfail 

引数同士が違う参照かを判別assertNotSame 

引数同士が同じ参照かを判別assertSame 

引数がNullかどうかを判別assertNull 

引数がNullでないかを判別assertNotNull 

引数がfalseかどうかを判別assertFalse 

引数がtrueかどうかを判別assertTrue 

引数同士が同じ値かを判別assertEquals 
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単体テストの内容

• パラメータ

• 閾値
– 閾値と等価、閾値を超える、閾値未満など

• 文字列
– 空文字、半角、全角など

• 桁数

• 例外処理

• etc…
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テストケースの書き方

• 具体的に書く
– 一目でテストの意味がわかるように

– 投入値・期待値・結果を具体的に

– 「わかりにくいが短いコード」よりも「具体的で長い（程度に
もよるが）コード」

• テスト範囲に関係ない処理は抽象化
– 投入値や条件の指定が長くなる箇所
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テストケースの実装
（Bookクラス　コンストラクタ 1）

<class BookTest>

コンストラクタの

テスト

<class Book>

コンストラクタ
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テストケースの実装
　（Bookクラス　コンストラクタ 2）

<class Book>

コンストラクタ

<class BookTest>

コンストラクタの

テスト
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テスト範囲に関係ない処理の抽象化
　　例）リフレクション
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テストケースの実装
 （Bookクラス　getName） ReflectionUtilを利用

<class BookTest>

getName()メソッド
のテスト

<class Book>

getName()メソッド
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Libraryクラス　rentメソッド
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テストケースの実装
　（Libraryクラス　rent）

<class LibraryTest>

rent()メソッドのテスト
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DBにアクセスする処理があると・・・

• いろいろな問題が浮上する
– 本番環境のDBではテスト不可能

– テスト用DBの用意

– テストをする為の作業が発生

• テストに合わせたデータをセット

• 他テストチームとの調整

– etc…
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DBに依存しないテストを行うには

• DB接続生成部分をメソッドに割る

• モック（擬似）オブジェクトを作成する
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DB接続部分をメソッドに割る

変更前 変更後

<class Library>rent()メソッド
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モックオブジェクトを作成する
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テスト範囲に関係ない処理の抽象化
　　例）生成メソッドを用意する

<class LibraryTest>　rent()メソッドのテスト

メンバ変数を追加

Libraryインスタンス生成メソッド追加



  32

モックオブジェクトを実装する

<class LibraryTest>　rent()メソッドのテスト



  33

テスト実施
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テスト結果



JUnitを上手に利用して
効果的で効率の良いテストを
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